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太陽光発電設備

　庁舎に太陽光発電設備を設置した。昼間は発電した電力を   
冷暖房設備などの動力設備に供給し、夜間は蓄電池の

電力を照明に使用するほか、停電時の対応のため
LED 照明も配置した。

一般会計・特別会計・事業会計

「先行きが不安」等の
声に応える町政を

田母神節子議員
　少子高齢化と人口減少の当町の現
実に町民が安心できる有効な施策がと
りきれていない。若者が定住する町づ
くりのための雇用確保等、高齢者が元
気で長寿を全うできるようにするため
の保健医療介護の充実等が急務。ま
た、同和関係予算の早期解消と住宅貸
付金の滞納者への返済（利息なしで貸
している）は、責任を持って実行する
ことが必要ではないか。

町民からの貴重な税金を
有効に使ってほしい

津久井康雄議員
　特産品開発推進事業農産物加工施設
維持管理運営委託料に１５５５万５００円
支出されているが、毎年１５００万円の業
務委託金の支出をいつまで続けるのか。
事業検証をすべきである。また伝統行事
の伝承促進事業として交付している補助
金は１団体１万円（計５万円）。新規事業の
流
や ぶ さ め

鏑馬に２０２万円の予算をつけるより、
無形民俗文化財の保護・伝承に予算を
つけるべきである。

個人住民税の納税率
アップを大いに評価

瀧澤　忍議員
　個人住民税の納税率が、県内町村
で一番の伸びであったことは関係職員
の日頃の努力の賜物であり、大いに評
価する。しかし当町にも人口減少、少
子高齢化の波が押し寄せており、厳し
い財政運営が強いられることは間違い
ない。執行にはこれまでの事務事業に
ついて徹底的に見直しを行い、限りあ
る財源を効果的かつ効率的に活用し、
最大限の成果が得られるよう一層の努
力を要望する。

基本構想・基本計画…まちづくりの指針となる総合計画で、基本構想は10年後を目標にまちづくりビジョンを示し、
基本計画は５年後を目標とし、構想実現のための施策を示しています。

一般会計決算に対し、
討論がありました
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デマンドタクシー
デマンド型乗合タクシーは、平成２5年４月から「愛のり

タクシー」の愛称で本格運行を開始した。５月か
らは、利便性を高めるため、利用の１時間

前からの予約受付も始めた。

（仮称）寄居ＰＡ
スマートＩＣの整備

25 年度は、関係する深谷市・美里町・東日本高
速道路（株）と連携をとり、地元協議会か

らの要望事項の調整を行い用地
測量に着手した。

小・中学校施設の整備
用土小学校プールろ過装置交換や男衾中学校給水・

消火栓設備改修など、交換や補修が必要な学
校施設の改善を図り、また工事のために

必要な実施設計も行った。

町公式ホームページ
スマートフォンへの対応、本を読む感覚で広報紙を
閲覧できるウエブブックなどの機能を追加してリ

ニューアルした。また、要望のあった SNS の
フェイスブックを取り入れ、町からの情

報発信、最新情報の提供に努
めた。

健康診査や健康づくり事業への参加によりポイントを獲得で
きるが、24 年 10 月から 25 年 10 月までのセカンドステー

ジで、100 ポイント達成者は前期間より 97人増え、
258 人となった。

健康づくり チャレンジ   事業ポ イ ン ト

  男衾駅周辺整備
男衾駅周辺地区では、地元説明会を開催するとともに、
都市計画道路の整備に必要な調査と設計を行っ
た。また、駅東口周辺では明神川改修事

業の工事に着手した。


